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結 晶 物 理 グ ル ー プ
スタ ッフ 万 波 通 彦
尿 邦 英
グjL,-プ名を広･一義に解すれば殆んどの物性物理学の問題 を扱 ってさしつかえ
ないが,ど うも庶子の規則的虎列を原子の大きさで見 る立場をとる傾向があ るa-､一JA･､′-■′･,一





行程,金属内プラズマの H fe ti血e,AC合金汚プラズマの分敢公式,金属単
結晶における阻止能等の測定を行 っている.
｢点欠縮境合体｣ 金極上合金にコ･t'-ける析出,特にその成規J)周題 を, AC-
cu,A2-zrl,等について, また電子濠,熱中性子の線射に伴 う点欠相 乗合体
を Ap- Li 合金, アji/カ13ノ､ライ ド, Ll化 合物寺につき研究 を行 っている O
凄合体lj.1析出奄発生 麗 魂,成長過程に興味を持 っている｡



















非周期系の基礎物塵 を中心テーマとしてや っています ｡固体論は系の周期性





物性論 の分野ではやや漠然 とした問題 か らアルカ !)ノ､ライ ド混晶におけ る局在
磁軸はど うな っているか との実験 と(I)つなが りをもつ具体的 rdr問題 まで含 まれ
ています ｡ 自然界には生体高分子 をも含めて,混晶 ･無定形物 質等非周期系の
占め る割 合は大きいわけです｡系 を簡 単化 して際立 った性質を得 るため物理学
者は理想的 な周期系に興味 をしぼ ってきました O従 って下手に非周期系 をや る
と基礎物理 ではない雑学 になる恐れがあ ります ｡ また,余 りに理想化 された非
周期系を理論研究 の対象 とすると,･ これが物預 か といわれ たそ うで,なかなか
悩み も大きいわけです ｡ それでも数年前選研 の研究会 ｢不完全結晶Jう格子夜勤｣
が始めて開かれた時分か ら考 えると,主 として振動スペク トルについて,かな
りの知見が得 られ てきました｡
計 家法についても次/#に経験 と改良が た くわえ られ,応用 も行われてい ます ぐ.
何 とか も う少 し迫力 のあ るもLJ'f)を産み;/fLたい と考 えています o
このスタ ッフ中,榎 田は目下非周胡系 におけ る波動司教 rvl)局在化 珊司題に虚
も妙味をも ってい ます C武 野は fc･rmal theory に止 まらす出来 るだけ兵底
的な笑顔事実との調達 においてrJ不完全結晶 における pn･:JnOi･1,magnOn･
(∋Ⅹcj_tOn等の物理 的性質 を調べています O アルれL)-ライ ド混晶,金属等に
おける格子残効の,Ahi3在振動,準局在夜勤, 強磁性体,反強磁性体におけ る
vlrtLtalmagrirJn impurity mOd･∋S･有機結晶 におけ る Fr〔Jnkelexclton
の･r淫lj題 をや っています｡米沢はグ ラフ癌の発展を試み る一方, ポ L)ア ミノ酸 の
/i,tJ]黍液に おける三重水素置換 とい う名大の生 輝 吻碓 グループの実験 の計算機V
ミユ L/-V ヨンをや っています Q 計算機はどL7).ように物性理論に使 い侍 るか と
い う聞肇 は不真･銅 材容子 の蘭題 5}解 く途上にも派生 してきたわけで,磁用 も荻 田
(嶺研 ).上層 (嘉大工),楯旗民 ら,或 は宮 田氏 (早 大)と,共尚研究に よ
り手を染 めています O
富田は S- d をや I,てヤ､ましたが,目下 r,ユrldom splnや′不純物伝導 の万-
明紀をつなげる予走だそ うです o こ､プ)テーマは悪女的性格 を持 っておる由にて,
素焼子 の方が余程 やさしいと称 していますo
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